
データ収集
装置へ

通信ソフト

受信 /ロギング機能

①タイムスタンプ付与

②ファイル出力

通信ソフト概要

YYYYMM\YYYYMMDD\MMDDHHMM.csv

③画面表示

見やすくするために、カンマごとに改行して表示する。
CSVデータのフォーマットを工夫することで、簡単な監視画面を作成。
左図はデータ上は無意味なスペースやコメントを入れることで、見やす
くした例。

YYYY/MM/DD HH:MM:SS.mmm 

次の書式で、年月 /年月日のディレクト
リを作成して、ファイルを保存する。

CSVレコードの先頭にタイムスタンプを挿入
する。

CSV_RECORD
タイムスタンプ部 (24文字 ) オリジナル

レコード部

CsvLogDLC.exeは、シリアル通信で送られてくる CSVファイルを受信して、ファイルに格納す
るソフトウェアです。
機能的には他の通信ソフトウェアでも実現されていますから、使い慣れたソフトウェアをご使用
ください。
本ソフトウェアの特徴は、次の 3点です。

　（１）タイムスタンプの付与
　　　　 CSVレコードを受信した時刻をレコ－との先頭に付与します。
　　　　残念ながら、 VB実行中の時刻なので、画面描画や他のアプリケーションなどにより
　　　　処理が遅延した場合は、遅延した時刻をそのまま付与しますので、正確さには欠け
　　　　ます。

　（２）ファイル出力
　　　　受信した CSVレコードをファイルに格納します。
　　　　ただし、 0.1秒ごとに送られてくるレコードが膨大な量になるので、付与した時間に
　　　　よってファイルを分割し、ファイル名によってディレクトリを変えています。
　　　　ファイルは 30分単位で分割しています。ディレクトリとファイル名は次になります。
　　　　　　 YYYYMM\YYYYMMDD\MMDDHHMM.csv

　（３）画面表示
　　　　アプリケーションの画面に、受信し CSVレコードを表示します。
　　　　一般的な通信ソフトのように一行にずらずらと表示しても見にくいので、カンマごと
　　　　に改行して表示します。このため、通常の CSVテキストを表示すると、かえって見
　　　　にくい場合があります。
　　　　こんかいのデータロガーでは、送信側の CSVレコード編集処理で、カンマで区切ら
　　　　れていない表示のためのデータを一緒に送っています。
　　　　一般的な表計算ソフトでは、カンマだけでなくスペース区切りなどでも分離でき、
　　　　若干冗長ではありますが、このような方法にしています。
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